
1． 	はじめに

1.1.		問題の所在

18 歳で選挙の投票が可能になってから数年

がたっている。総務省の発表によると，10 代

の投票率は平成 29 年 10 月に行われた第 48 回

衆議院議員総選挙で，40.49％（全年代を通じ

た投票率は 53.68％），令和元年 7 月に行われた

第 25 回参議院議員通常選挙で，32.28％となっ

ている。（全年代を通じた投票率は 48.80％）

このように，いずれの選挙でも若年層全体

の投票率は他の年代と比べて，低い水準にと

どまっている。そこで総務省では，特に若年

層への選挙啓発や主権者教育に取り組むとと

もに，関係機関等と緊密な連携を図り，投票

率の向上に努めている。

また，2022 年から成人年齢も 18 歳に引き下

げられることから，選挙権を持つ主権者として

だけでなく，保護者の承認なく契約できる消

費者としての意識づけも必要になってくると

いえる。

そのために社会科では，社会に関わろうと

する力つまり社会参画力の育成が一層重要に

なってくるといえる。

社会参画力とは，北（2015）によると「より

よい社会に主体的にかかわる力」であり，「単

に社会の活動に参加するとか協力するといっ

たレベルではなく，企画・計画する段階から

かかわること」を意味している。

社会参画力を構成する要素としては，様々

な考え方があるが星野・鵜沼（2018）は大きく

３つの要素から構成されているとしている。す

なわち「地域社会への興味・関心（主権者意識）」

「課題に関する価値判断・意思決定」「他者と

の協働・合意形成」である。

この社会参画への意識や参画しようとする

意欲を高めることが，主権者として，また消費

者としての意識を育てることにつながるので

はないかと考えている。
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実際，日本青少年研究所が高校生を対象に

行った意識調査からも，日本の高校生は社会参

画についての意識が極めて低いことがわかる。

例えば，「私の参加により，変えてほしい社会現

象が少し変えられるかもしれない」の項目では，

肯定的回答が 35.4 ポイントにとどまっていた。

同じ質問に対して，中国 79.6 ポイント，ア

メリカ 70.5 ポイントとなっており，よりよい

社会に主体的に関わろうとする意欲の低さは，

国際比較においても顕著に現れている。

1.2.		研究方法

図 1であげた 3 つの力は，互いに連動して

おり，個人の意思決定をもとに合意形成を行う

ことで，社会に関心を持つようになると考えら

れる。その関心が再び，個人の意思決定を促

していくのではないだろうかと考え，以下を仮

説として設定した。

①社会的事象に対して社会科の見方・考え方

を用いて自分なりの提案を行う活動では，提案

に根拠を持たせる必要があるため，結果的に

知識・技能を活用して思考を深めることができ

るのではないか。

②他者との協働を通して思考を深めることで，

社会参画への意欲を高めることができるので

はないか。

この仮説をもとにアンケート調査と授業実

践を行い，アンケート結果の変化と生徒の記

述から，生徒の意識の変化を分析した。

1.3		生徒の実態

2021 年 4 月に実施したアンケートでは本学

年の生徒は，社会的な事象に関心が高く，合

意形成の基礎となる話し合い活動を意欲的に

行うことができていることがわかる。

しかし，自分の意見を伝えることについては

肯定的評価が低く，達成感を感じていない傾

向があるといえる。（表１）

そのため，提案する授業を作るにあたり，生

徒の「話すこと」への抵抗感を減らす必要が

あった。そのため聞き手の育成と，思考ツール

を用いた提案方法の支援を行った。具体的に

は，話し合い活動の際，お互いの提案に対し

て必ず 1 つは質問をすることを意識づけ能動

的に人の意見を聞く取り組みを行った。

2.	 授業の実践

2.1.		提案する授業を実践した授業

本年度前期に実践した授業は以下の通り。

①新しいお札の顔を選ぼう。（意見に根拠をも

たせる力）

②単元の学習を終えて，疑問に思ったことを調

べてみよう。（質問する力）

③女性アスリートの定義を考える。（社会を「公

正」の視点でとらえる力）

④新型コロナワクチン接種の優先順位を考え

よう。（「効率」と「公正」とを両立させる視点

をもつ力）

⑤憲法のイチオシ条文を選ぼう。（合意形成の力）

⑥社会保障費の配分について提案しよう。（発

展問題）

2.2.		授業の実際 （授業の実践④を例に）

①教材選定の理由

普段，より早く，より正確に答えにたどり着

くことを求められている生徒たちにとって，現

代の社会問題に自分なりの答えを提案するこ

とはとても難しい。なぜなら，普段は意識しな

い，他者の視点で自分の考えを見つめなけれ

ばならないからである。

表 1　2021年 4月のアンケート結果

図 1　社会参画力の構成要素

出典　星野 ・鵜沼 （2018） より作成

とてもそう思う そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない 全く思わない

話し合い活動は好きだ 26.8 37.0 24.4 7.9 3.9 0.0

自分の意見を
うまく伝えられる

10.9 37.5 34.4 14.8 1.6 0.8

世界や日本の出来事
に興味がある

33.1 34.6 25.2 6.3 0.8 0.0

34

鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 53, March 1, 2022

岡真奈美



自分の提案した内容は，客観的にみて「効率」

的であり，かつ「公正」であるのか，お互いが

提案した意見のどれがより社会的合意の得ら

れるものなのかを検討しなければならず，より

深い思考と表現が求められる。

②授業の目標

自分の意見について根拠をもって説明する

ことができる。（思考・判断・表現）

合意形成を図ることを通して，社会問題を

様々な角度から検討し，自分なりの考えをもつ

ことができる。（主体的に学ぶ態度）

③やりくりのポイント

新聞記事や資料をもとにさまざまな角度か

ら社会問題をとらえ，より最適なルールについ

て合意形成を図る。

④実践授業の実際

授業は２時間構成で行った。１時間目には，

Google classroom に配信した新聞記事を読み，

書かれていることの何が問題点なのかを自分

なりに整理した。（図 2）

授業者の意図としては，解凍後に６時間し

か使用できないワクチンを，効率よく公正に使

用するためには，どのような人たちにワクチン

接種の優先順位をつけるべきかということをと

らえさせたかった。しかし，実際には「６時間

以内」の制限を考慮しない案が見られたため，

この段階でしっかりと問題を把握させるべきで

あったと感じている。

例えば，ワクチン接種のキャンセルをどうし

たら防げるかという問題に焦点をあてた生徒も

いた。

次に，自分なりの提案とその根拠を整理し

た。その際に，根拠が否定できる場合の条件

についても考えさせることで，自分の提案の限

界について客観的にとらえさせようと試みた。

（図 3）

2 時間目には，班の中で自分の案やその根拠

を説明した。この時に聞く側は必ず質問をする

という条件をつけることで，お互いの思考を深

めたり自分とは違う視点に気付けたりできるの

ではないかと考えた。

実際にはなかなか質問が思いつかずに苦労す

る生徒が多く，聞く力を育てる必要性を実感した。

班での提案のあと，班で一つの案を採用し，

協力して根拠固めを行った。ほかの班に提案する

際に，説得力のあるデータや資料を集めていた。

そして，ほかの班へ行って説明し，質問を

受けるという活動を班員全員が行った。

全員が提案に携わることで，班の中での情

報共有の必要性や必然性を高めることを意図

した。（図 4 ・図 5 ・図 6）

図 2　新聞記事を読み課題を把握する

図 4　班の意見を裏付けるデータを探す図 3　個人の思考を深めるためのワークシート
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Google classroomに配信した新聞記事を読み，

書かれていることの何が問題点なのかを自分

なりに整理した。（図２） 
授業者の意図としては，解凍後に６時間しか

使用できないワクチンを，効率よく公正に使用

するためには，どのような人たちにワクチン接

種の優先順位をつけるべきかということをと

らえさせたかった。しかし，実際には「６時間

以内」の制限を考慮しない案が見られたため，

この段階でしっかりと問題を把握させるべき

であったと感じている。 
例えば，ワクチン接種のキャンセルをどうし

たら防げるかという問題に焦点をあてた生徒

もいた。 
次に，自分なりの提案とその根拠を整理した。

その際に，根拠が否定できる場合の条件につい

ても考えさせることで，自分の提案の限界につ

いて客観的にとらえさせようと試みた。（図３） 

 
図 2 新聞記事を読み課題を把握する 

 

2 時間目には，班の中で自分の案やその根拠

を説明した。この時に聞く側は必ず質問をする

という条件をつけることで，お互いの思考を深

めたり自分とは違う視点に気付けたりできる

のではないかと考えた。 
実際にはなかなか質問が思いつかずに苦労

する生徒が多く，聞く力を育てる必要性を実感

した。 
班での提案のあと，班で一つの案を採用し，

協力して根拠固めを行った。ほかの班に提案す

る際に，説得力のあるデータや資料を集めてい

た。 
そして，ほかの班へ行って説明し，質問を受

けるという活動を班員全員が行った。 
全員が提案に携わることで，班の中での情報

共有の必要性や必然性を高めることを意図し

た。（図４・図５・図６） 

 

図 4 班の意見を裏付けるデータを探す 

 

  
図 5 効果的なデータを提示しながら伝える 

 

図 3 個人の思考を深めるためのワークシート 
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3.	 結果と分析

3.1.		生徒の記述から

個人の思考を高める時間には，ただ根拠を

持って提案するだけでなく，自分が根拠として

考えているものの限界を考える活動を取り入

れた。（図 3）　

これによって，自分の考えのもとになる材料

がどのような状況であれば使えるのかを理解

したうえで提案することができるようになって

いた。

最初は「根拠を否定する材料」を考えるこ

とに苦労していた生徒も多くいたが，「どの立

場の人にでもあてはまるのか」と考えたり，「視

点を変えても同じ主張ができるのか」と考えた

りする生徒がふえてきた。

図７のふりかえりからは，自分が最善だと

思った方法が，他の立場に立って考えると全

く違う見方になることに気づき，一つの問題で

も多くの視点で考えることの必要性に気づく記

述がみられた。

また，図 8のふりかえりからは，新型コロナ

ワクチンの接種問題にとどまらず，広く社会問

題へ関心を広げている様子がみられる。特に提

案する活動によって，社会問題をただの情報と

して「知る」だけでなく，「関心を持つ」「自分

事としてとらえる」という意識に変わっている。

図 9の記述からは，提案した自分たちの案と

他の提案とを比較しながら思考していることが

わかる。特に，根拠に着目して聞くようになっ

ており，提案を聞く際のポイントを押さえてい

ることがわかる。

図 5　効果的なデータを提示しながら伝える

図 6　提案について質問をする

図 8 社会的事象に関心を広げたふりかえり

図 9　発表 ・質問を通して思考を深めたふりかえり

図 7 「視点」 を意識したふりかえり
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3.2.		 アンケートの結果から

授業実践の後，9 月に行ったアンケートと 4
月のアンケートの結果を比較した。（表２）

対応のあるｔ検定を行ったところ，有意差

が見られたのは「社会科の学習は楽しい」「社

会科で学習した知識は将来役に立つ」「自分の

意見を上手く伝えられる」の３項目であった。

（ p<.05）
「社会科の学習は楽しい」では「とてもそう

思う」が 22％，「社会科で学習した知識は将

来役に立つ」では 29％，「自分の意見を上手く

伝えられる」では 23％それぞれ上昇した。（図

10　11　12）

今回の取り組みでは，根拠をもって提案す

ること，聞き手は必ず質問することの 2 点を意

識して課題に取り組んでいた。

そのため，課題を自分事としてとらえる生徒

が多く，結果として学習意欲につながっていっ

たと考えられる。

また，何度か思考ツールを活用して意見交

換を行うことで，伝えるための方法が定着し，

質問をしようとする聞き手を意識して提案を準

備することができる生徒が増えた。その結果，

「上手く伝えられた」という実感を持ったので

はないかと考えられる。

これらの活動を通して，「ニュースに関心を

持つようになったか」という質問に対し，「と

てもそう思う」「そう思う」の肯定的回答が

76％になった。

自分なりの考えや意見を持つことで，「他の

人はどう考えているのだろう」という疑問や，

「自分の意見の根拠は正しいのだろうか」とい

う疑問を持ち，それが社会的事象への関心へ

とつながった結果ではないかと考える。

なお，このアンケートは先述の授業を実践

した直後の９月に実施しており，公民的分野の

学習はまだ全く進んでいない時期である。そ

のため，公民的分野を学習したことによるアン

ケート結果への影響は極めて低いと言える。

4.	 今後の課題

今回，様々な角度から「提案する授業」づ

くりを行った。授業をはじめた当初は「答えの

出ない問題を考える必要があるのか」と質問し

てくる生徒もおり，活動の意義をあらかじめ理

解させることの必要性を感じた。

生徒の思考が深まる過程をどのようにとらえ

るかも課題として挙げられる。実践後の生徒の

記述を読み取ることは可能であるが，変化をと

らえることは難しく，今後はその手法も検討の

必要がある。

また，今回は課題を授業者が提供する形で

授業を行った。しかし，本来，社会参画力とは

学習者自らがよりよい社会を作ろうと意欲的に

働きかけることで身につく力であるため，学習

図 13　ニュースに関心を持つようになった図 10　社会科の学習は楽しい

図 11　自分の意見をうまく伝えられる

図 12　社会科で学習した知識は将来役に立つ
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者自身が疑問を生み出すことも必要になってく

る。そのため，これからは学習内容を通して自

ら疑問を設定し追及していける力や他の人の

設定した課題に質問することを通して社会に

関わる視点を増やせる力を育成していきたい。
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